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第３学年１組 総合的な学習の時間学習指導本時案 
「中神のまちキラキラ大作戦」 

小単元⑤ 全 20時間中の第２時 

対 象：第３学年１組 35名 

指導者： 

（１）本時の目標 

考えたことを友達に伝えたり聞いたりして、公園をより良くするには何をしていくかという方法を整理する

ことができる。 

（２） 子どもの姿・手だて・期待する変容 

前時までの子どもの姿 本時の目標に対する手だて 期待する変容 

・これまで中神のまちの良さにつ
いて考えてきた。自分たちが一番
よく利用する場所（公園）をさら
に良くしたいという気持ちをも
っている。 

・それぞれの公園に関係する方々
に〇〇公園への関わり方や思い
を聞いて、改めて身近な公園の良
さを実感したり、「〇〇公園がこ
うなったらいいな。」「こんなこと
ができるかもしれない。」という
思いを膨らませたりしている。 

・児童が友達の考えを聞くという情報収集
に主体的に臨めるように、自分が課題と
する公園を自己決定できるようにする。 

・15 人程度のグループの話合いを有意義に
進行するために、司会や記録の役割を立
てるようにする。 

・まとめでは教師がそれぞれのグループの
話合いの内容や決定事項を全体共有する
ことで、学級全体で探究活動を進めてい
る意識をもたせるようにする。その際に
児童の考えをカード化して思考ツールで
類別化し、視覚的に板書する。 

・まとめではイメージマップを活用するこ
とで、考えを広げるようにする。 

・友達の考えを聞くこと
で身近な公園がより良
くなる方法についての
考えを広げ、実現した際
の期待感を高めている。 

・広がった考えを類別化
して大きく捉えること
で、今後どのような方向
性で活動をしていけば
良いかという見通しを
もち、これからの活動へ
の意欲を高めている。 

・話し合った中から方法
を絞って決めていこう
と考えている。 

（３）本時の展開 

学習過程 
（時間） 

学習活動 
・予想される子どもの反応と活動 

◎手だて ●評価 

課題の把握 
 
 

めあて 
（２分） 

 
 
 
 
 
 
 

 
見通し 
（３分） 

 
 
 
 
 

 
 
学び合い① 
（15分） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
１ めあての確認をする。 
「今日の総合はどうしますか？」 
・前回の NEXTを確認する。 
・中神公園といこい公園をもっとキラキラにして
いく方法を友達に聞くことになっています。 

「この授業は何をどのようにしたらめあてを達
成したと言えますか。」 

・友達の考えを聞けたら良い。 
・友達の考えを聞いて、グループの考えが整理出
来たら良い。 

２ 学習の流れを決める。 
「今日の流れと時間はこれでどうですか。」 
① 「めあて・ゴール」（５分） 
② 「グループ」グループで伝えてまとめる。

（25分） 
③ 「全体」全体で確認する。（５分） 
④ 「まとめ」めあてについて考える。（３分） 

「NEXT」次時の見通しをもつ。（２分） 
⑤ 「振り返り」（５分） 
３ グループで考えを出し合う。 
「中神公園といこい公園の２つのグループに分
かれて出し合うことになっていましたね。分か
れて始めましょう。」 

・〇〇公園をもっとキラキラにするためには、 
どんな方法が良いと思いますか。（児童司会） 

・ゴミを拾ったら良いと思います。 
・新しい遊具ができたら良いと思います。 

 
 
 
◎めあてを立てる際は、児童の言葉で作り上
げることで、自分たちで探究学習を進めて
いるようにファシリテートする。 

◎前時の NEXT で次時の活動を児童と見通し
て掲示しておく。 

◎本時の評価規準を児童と確認することで、
本時のゴールイメージをもって活動でき
るようにする。 

 
 
◎本時の流れを児童と決定し、ホワイトボー
ドに示して、見通しをもてるようにする。 

◎活動をカード化して児童の意見で柔軟に
入れ替えたり付け足したりできるように
する。 

◎時間配分を児童と確認することで、活動中
の時間の感覚をもたせるようにする。 

 
 
◎前時の NEXT にグループでの話合い方につ
いて児童と決定し、見通しをもたせておく
ようにする。 

◎前時に司会・板書役の児童を決めておくよ
うにする。 

◎話した内容を児童がホワイトボードにま
とめていけるようにする。 

 

中神公園といこい公園をもっとキラキラにする方法（公園キラキラ大作戦）について、話し
合おう。 
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（４）板書計画 

 

 

 
 
 

 
学び合い② 
（10分） 

 
 
 

 
 

学びの共有 
（５分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
（３分） 

 
 

 
 
 
ＮＥＸＴ 

（次時の見通し） 
（２分） 

 
ふりかえり 
（５分） 

・安心して遊べるようなポスターがあったら良い
と思います。 

・遊具をきれいにすると良いと思います。 
・ブランコの音を直すと良いと思います。 
「たくさん友達の考えが聞けたようですね。考え
を比べてみて仲間分けできるものはあります
か。」 

・仲間分けできそうなものはありますか。（司会） 
・「新しい遊具」と「ベンチをたくさん置く」は同
じ仲間に分けられそうです。 

・「新しく増やす」ということが同じ仲間です。 
４ 全体で考えを確認する。 
「２つのグループの考えを合わせて確認してみ
ると、みんながどういう風に公園をキラキラに
していきたいか分かりそうですよ。」 

「新しい遊具」と「ベンチをたくさん置く」など、
新しく公園のものを増やしていくことでキラ
キラレベルをアップさせていくと良いと考え
たのですね。」 

・中神公園もいこい公園も「新しくものを増やす」
が同じだ。 

・「掃除」については中神公園だけすると良い。 
５ めあてを振り返って、学習のまとめをする。 
「今日のめあては達成できましたか。」 
・達成できました。 
・中神公園といこい公園がどうなったらもっとキ
ラキラになるか友達の考えを聞けました。 

・友達の考えを聞いて、グループの考えが整理で
きました。 

６ 次時への見通しをもつ。 
「次の時間はどうしますか。」 
・もう一回グループで話し合ってキラキラ大作戦
の方法を決めたいです。 

７ 本時の学びについて振り返る。 

◎前時で考えた「こうなったら良い」という
ことを基に話合いをする。（ノート） 

 
 
◎考えを出し合ったグループには類別化で
きるものはないか助言し、話合いの質を高
めるようにファシリテートする。 

◎類別化をすることで、これからの活動の方
向性を見いだせるようにする。 

 
 
◎この場面は教師が主導することで、より多
くの類別を意図的に取り上げながら確認
することで、今後の学びが児童中心に進み
やすくする。 

◎カード化した児童の考えを思考ツール「イ
メージマップ」の活用をして板書に視覚化
しながら共有することで、学級全体で探究
活動を行っている認識を高めるようにす
る。 

 
 
◎児童の言葉でまとめを行うようにするこ
とで、児童の学習としての主体的な学びを
今後も展開していけるようにする。 

 
 
 
 
◎児童の思いを汲み取りながら、次時につい
ての方向性を決定する。 

 
 
◎本時で活用した教科についても振り返る
ことで、資質・能力を結ぶようにする。 

●考えたことを友達に伝えたり聞いたりし
て、公園をより良くするには何をしていく
かという方法を整理することができる。
（ノート） 

次時 ・グループで話し合って公園をより良くしていくための方法を決める。 

【期待する振り返り】 

今日は友達の考えをたくさん聞くことができました。「〇〇さんはいこい公園の遊具に新しい色を塗ると考

えていて良い考えだと思いました。中神公園のグループでも遊具に色を塗り直すという意見があって一緒に

やると良いのではないかと思いました。色が新しくなってたくさんの人が喜んでくれたら嬉しいです。 
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